
平成２７年７月２８日 

報 告 書 

新潟市西区自治協議会

会長 岩 脇 正 之  様

西区自治協議会委員 大 谷 一 男 

 去る７月３日（金）、新潟市役所本館６階講堂において開催された「水と土の芸術祭２０１５実行委員

会第３回総会」に出席したので、その概要を下記により報告します。

 実行委員長の篠田昭新潟市長から、「水と土の芸術祭２０１５」は日中韓の文化交流を牽引する「東ア

ジア文化都市」事業の一環でもあり、新潟市の文化創造都市としての存在感を高めたい旨の挨拶がありま

した。

 引き続き、議事に入り次の議案が諮られた。

議案１号 役員の選出について

     萬歳章副実行委員長が新潟県農業協同組合中央会会長を辞したため、その後任に同中央会会長

となった今井長治氏を充てることの選出案が承認された。

議案２号 平成２６年度決算について

議案３号 平成２６年度会計監査報告について

     事務局から資料№２に基づく決算内容の報告と、監事の今井幹文氏から決算内容が適正である

旨の報告があり、何れも承認された。

議案４号 実施計画(案)について
     事務局から以下の資料について説明がありました。

・水と土の芸術祭２０１５実施計画(案) 
アートプロジェクト、市民プロジェクト、こどもプロジェクト、食おもてなし、シンポジュ

ームで構成。芸術祭を楽しむにはガイドブック(販売価格５００円)の活用が有益と判断した。
  ・水と土の芸術祭２０１５における旧二葉中学校の利用計画と交通対策について

   旧二葉中学校周辺住民の意向を踏まえて交通対策を講じたこと。

  ・パンフレット６種

  メインフィールドは潟、市民プロジェクト、こどもプロジェクト、アートプロジェクト、シン

ポジューム案内、潟るカフェ

説明全体をとおして２０１５年の芸術祭は、新潟らしい魅力の発信にあると承知した。実施計画(案)は何
れも承認されました。

なお、実施計画(案)は６月２６日(金)に開催された西区自治協議会本会でも説明されておりますこと申し
添えます。

以上

資料４



水と土の芸術祭２０１５実行委員会 第３回総会 

        日 時  平成２７年７月３日（金）10：00～12：00 

        会 場  新潟市役所本館６階 講堂 

次     第 

１  開  会 

２  挨  拶  実行委員長  篠 田  昭 

３  議  事 

   議案第１号 役員の選出について（資料１） 

    議案第２号 平成 26年度 決算について（資料２） 

   議案第３号 平成 26年度 会計監査報告について（資料３） 

議案第４号 実施計画（案）について（資料４-1、資料４-２） 

そ の 他 

４  閉  会 

第３回本会で配布した資料４と

同じ内容であるため省略 



水と土の芸術祭2015 実行委員会役員名簿 

                               （敬称略・順不同） 

役 職 
（平成26年11月 25日：第2回総会）

氏名・所属等 

（平成 27年 7月 3日：第 3回総会） 

氏名・所属等 

実行委員長 
篠田 昭 

（新潟市長） 

篠田 昭 

（新潟市長） 

副実行委員長 

本間 智美 

（市民サポーターズ会議代表）

本間 智美 

（市民サポーターズ会議代表）

福田 勝之 

（新潟商工会議所会頭） 

福田 勝之 

（新潟商工会議所会頭） 

萬歳 章 

（新潟県農業協同組合中央会会長）

監 事 

今井 幹文 

（新潟経済同友会代表幹事） 

今井 幹文 

（新潟経済同友会代表幹事） 

平塚 幸雄 

（中小企業診断士） 

平塚 幸雄 

（中小企業診断士） 
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第 3 回 総 会 資 料 
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平成26年度　水と土の芸術祭2015実行委員会　決算

【収　入】 （単位　千円）

予算 収入済額 差引 説　　明

20,000 20,000 0

0 0 0

0 0 0

0 82 △ 82 公募出品料，預金利息等

20,000 20,082 △ 82

（単位　千円）

予算 支出済額 差引 説　　明

0 443 △ 443 募集チラシ印刷費，公募審査会審査員謝礼等

0 59 △ 59 企画調査費

0 750 △ 750 作品制作委託料

900 252 648 プレシンポジウム開催費等シンポジウム

区　　分

新潟市負担金

寄附・協賛金

助成金等

その他

計

【支　出】

区　　分

市民プロジェクト

アートプロジェクト

こどもプロジェクト

平 成 2 7 年 7 月 3 日

水と土の芸術祭2015実行委員会

第 3 回 総 会 資 料
２

900 252 648 プレシンポジウム開催費等

0 0 0

3,500 565 2,935 広報業務受託者選定委員謝礼・プレス発表会開催費等

15,600 6,274 9,326

食・おもてなし 3,000 77 2,923 企画調査費

会場設営費 3,600 0 3,600

人件費 7,000 3,314 3,686 参与・ディレクター・アドバイザー人件費

その他事務費 2,000 2,883 △ 883 旅費，消耗品等

20,000 8,343 11,657

（単位　千円）

シンポジウム

11,739 収入済額20,082－支出済額8,343次年度繰越

主催イベント

広報費

運営活動費

計
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水と土の芸術祭 2015における 

旧二葉中学校の利用計画と交通対策について 

Ⅰ 基本事項                                  

１．旧二葉中学校の利用計画 

（１）利用期間 芸術祭会期：平成 27年 7 月 18 日（土）～10 月 12 日（祝） 

              （13 週 87 日間 うち土日祝は 31日） 

開館時間 ：午前 10時～午後 6時 （8時間） 

休館日  ：毎週水曜日（8/12,9/23 を除く 10日） 

開館日数 ：77 日 

（２）機  能 アート展示：19作品 

        その他機能：カフェ，ミュージアムショップ，インフォメーションなど 

イ ベ ン ト：10回程度予定（体育館でのシンポジウムやグラウンドでの 

パフォーマンスなど） 

（３）目標来場者数 39,000 人 

Ⅱ 公共交通によるアクセスの推奨                            

１．古町からのシャトル便の運行 

（１）運行区間 ①古町（NEXT21 西堀側バスベイ）～②新潟市美術館～③旧二葉中学校 

（２）料  金 無料（要ガイドブック提示） 

（３）運行期間 平成 27年 7月 18 日～10月 12 日のうち，休館日を除く 77日間 

（４）運行時間 土日祝日及び 8/13(木)，14(金) 

①10:00～11:00 １台運行（20分サイクル） 

②11:00～15:00 ２台運行（10分サイクル） 

③15:00～18:00 １台運行（20分サイクル） 

平日 

①11:00～15:00 １台運行（20分サイクル） 

（５）使用機材 ジャンボタクシー 

（６）経路 次ページ参照 
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（６）経路

この地図は，新潟市の承認を得て，新潟市発行の2千 5百分の 1地形図を複製したものである。（承認番号）平26新都第 759号の 2 

Ⅲ 歩行及び自転車によるアクセスの推奨

１．新潟市美術館方面からの歩行ルート 

・下記の青・緑の 2ルートを推奨 

この地図は，新潟市の承認を得て，新潟市発行の2千 5百分の 1地形図を複製したものである。（承認番号）平26新都第 759号の 2 

◆①古町 

◆②新潟市美術館

◆③旧二葉中学校 
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２．古町からのまち歩きの推進 

・古町から旧二葉中学校までの移動を，まち歩きを楽しみながら，健康づくりにもつなが

る仕組みづくりを市民団体等と協働で推進 

３．レンタサイクルの活用 

 ・芸術祭期間中にふるまち総合インフォメーション（NEXT21）とベースキャンプイン 

フォメーション（旧二葉中学校），オフィシャルショップオレンジガーデン（新潟駅南

口）に臨時レンタサイクルステーションの受付を設置 

Ⅳ 自動車対策                                  

１．駐車場対策 

（１）旧二葉中学校は一般車両駐車禁止 

 ・学校敷地内には駐車スペースが 17台分しかなく，周辺の道路状況や会場周辺の住環境

に配慮し，一般車両の駐車は禁止 

（２）旧二葉中学校の既存駐車場【17台】活用方針  

・特定者（歩行に障がいのある方等），緊急車両，タクシー待機，送迎車停車用として使

用【10台】 

・駐輪場として使用【7台】 

・その他，屋内体育館前スペースをバス転回用スペースなどとして使用 

（３）周辺駐車場との連携 

 ・新潟地方法務局駐車場【43 台：無料】及び新潟市教育相談センター駐車場の借用【93

台：無料】，西堀地下駐車場【50 台 ※空き駐車台数の平均：2 時間無料券を配付】と

の連携 

２．違法駐車対策 

 ・来場者が周辺道路に違法駐車しないよう県警と連携し対応 

３．交通誘導員の配置 

 ・交通誘導員を 3カ所（校門付近，スター美容院様前交差点付近，若本ホンダ様前交差点

付近）に配置予定（土日祝日，お盆などの繁忙期） 

４．周辺道路環境の整備 

 ・会場付近の主要交差点に【徐行】や【ドットマーク】などの道路標示等を実施 
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Ⅴ 情報発信                                   

１．会場へのアクセスに関する情報発信 

（１）旧二葉中学校における一般車両の駐車禁止を周知 

（２）公共交通の利用を推奨 

 ・シャトル便のご案内 

 ・まち歩き及びレンタサイクルのご案内 

（３）自家用車で来られる方へ 

 ・古町におけるパークアンドライドのご案内 

 ・周辺の駐車場情報 

２．情報発信の手法 

（１）市の広報ツール 

・市報にいがた，市のホームページ，広報番組など 

（２）芸術祭の広報ツール 

・ガイドブックやチラシ等の印刷物，芸術祭のホームページ，SNS（フェイスブック，ツ

イッター）など 

（３）配布物 

・周辺まち歩きマップ，レンタサイクルマップ，周辺駐車場マップなど 


